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北
海
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ル
ギ
ー
環
境 

 
 
      

教
育
研
究
委
員
会
役
員
紹
介 

 [

委
員
長] 

 

本
間 

 

玲 
 

札
幌
山
鼻
中
校
長 

 [

幹
事
長] 

 

榎
並 

典
昭 

 

札
幌
稲
穂
中
教
頭 

 [

幹 

事] 

○
開
発
部
会
長 

 

小
池 

千
秋 

 

札
幌
西
岡
北
中
校
長 

 

○
研
究
部
会
長 

 

清
水 

禎
一 

 

札
幌
手
稲
西
中
校
長 

 

○
広
報
部
会
長 

 
 

 

山
本 

 

豊 
 

札
幌
発
寒
東
小
校
長 

 

○
大
学
代
表 

 

杉
山 

憲
一
郎 

北
海
道
大
学
名
誉
教
授 

[

理 

事] 

 

新
井 

弘
通 

 

札
幌
元
町
北
小
校
長 

 

源 

裕
美
子 

 

札
幌
手
稲
宮
丘
小
教
頭 

 

中
島 

啓
子 

 

札
幌
二
条
小
校
長 

 

山
崎 

俊
宏 

 

札
幌
栄
西
小
校
長 

 

山
本 

米
一 

 

札
幌
柏
丘
中
校
長 

 

中
谷 

広
一 

 

札
幌
西
野
第
二
小
校
長 

 

倉
賀
野
弘
行 

 

札
幌
北
陽
中
校
長 

 

中
林
あ
け
み 

 

札
幌
平
岸
中
教
頭 

 

鹿
野
内
憲
一 

 

札
幌
羊
丘
中
校
長 

 

加
藤 

佳
栄 

 

札
幌
稲
穂
中
校
長 

 

奈
良
林 

直 
 

北
海
道
大
学
教
授 

 

鈴
木 

洋
美 

 

函
館
高
盛
小
校
長 

鐘
ヶ
江
義
道 

 

旭
川
新
富
小
校
長 

大
森 

 

伸 
 

釧
路
美
原
中
校
長 

平
成
27
年
５
月
16
日
（
土
）
ホ
テ

ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
を
会
場
に
平

成
27
年
度
の
総
会
が
60
名
余
り
の

会
員
や
各
支
部
、
来
賓
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

冒
頭
、
四
月
に
急
逝
さ
れ
た
元
委

員
長
鳥
居
正
年
様
に
出
席
者
全
員
で

黙
祷
を
捧
げ
た
。
引
き
続
き
山
本
広

報
部
会
長
の
司
会
に
よ
り
本
間
委
員

長
の
挨
拶
、
平
成
27
度
の
役
員
・
顧

問
・
理
事
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後

平
成
26
年
度
活
動
告
、
平
成
27
年
度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度総会開催 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ク
リ
エ
ー
タ
ー 

 
 
 

大
平
貴
之
氏 

ギ
ー
産
業
と
文
明
の
一
つ
で
あ
る
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
と
を
比
較
さ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
こ
そ
が
そ
う
し
た
技

術
発
展
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い

 

最
初
に
、
第
三
代
委
員
長
、
鳥
居
正

年
先
生
の
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
謹
ん

で
ご
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。 

 

さ
て
、
本
研
究
委
員
会
で
は
今
年
度

札
幌
市
立
平
岸
中
学
校
・
ホ
テ
ル
ラ
イ

フ
ォ
ー
ト
札
幌
を
会
場
に
第
六
回
研
究

大
会
札
幌
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

昨
年
は
北
斗
市
に
お
い
て
食
を
共
通

の
視
点
に
据
え
て
、
栄
養
教
諭
の
皆
さ

ん
や
地
元
の
農
家
の
皆
さ
ん
の
協
力
も

得
た
授
業
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

部
の
新
聞
報
道
に
は
あ
た
か
も
研
究
大

会
に
お
い
て
原
子
力
発
電
所
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
招
く

見
出
し
が
あ
り
、
そ
の
後
の
本
委
員
会

の
活
動
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た

が
、「
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
に
つ
い

て
教
員
が
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
究

団
体
」
と
い
う
姿
は
変
わ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。 

 

記
事
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
農
作
物
の

放
射
線
育
種
に
つ
い
て
は
朝
日
新
聞
土

曜
版
の
コ
ラ
ム
に
お
い
て
『
放
射
線
を

使
っ
た
品
種
改
良
に
は
、
慎
重
な
意
見

を
も
つ
方
も
い
ま
す
。
一
方
で
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
の
た
め
に

「
塩
害
に
強
く
お
い
し
い
米
」
や
「
成

長
が
速
い
ワ
カ
メ
」
を
作
る
研
究
が
、

こ
の
技
術
を
使
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

開
発
期
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
新
品

種
の
誕
生
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
。
注
目

し
て
い
ま
す
。』
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

ど
ち
ら
の
記
事
を
読
む
か
で
、
科
学
技

術
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
印
象
は
全

く
違
っ
た
も
の
に
な
る
と
感
じ
ま
し

た
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
立
場
、
考
え
が
あ
る
こ

と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
立
場
、
考
え
を
理
解
し
、
お
互
い

が
「
正
解
」「
最
善
解
」
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
け
る
よ
う
、
教
科
・
校
種
の
壁

を
越
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
・
研
修

を
深
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

札
幌
大
会
へ
の
皆
様
の
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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ネ
タ
リ
ウ
ム
作
り
と
科
学
技
術
の

関
係
性
に
つ
い
て
な
ど
御
講
演
を

い
た
だ
い
た
。
講
演
の
前
半
で
は
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
メ
ガ
ス
タ
ー
」

が
誕
生
す
る
ま
で
の
軌
跡
を
お
話

し
て
い
た
だ
き
そ
の
発
想
と
過
程

に
驚
か
さ
れ
た
。 

大
平
様
は
こ
の
お
話
の
中
で
、
子

ど
も
の
頃
に
抱
い
た
夢
を
実
現
で

き
た
の
は
、
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、
多

様
な
価
値
観
を
認
め
て
く
れ
る
環

境
が
あ
っ
た
こ
と
と
お
話
し
さ
れ

て
い
た
。
教
育
に
携
わ
る
我
々
に
と

っ
て
、
大
変
興
味
深
い
お
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
。 

ま
た
、
後
半
に
は
、
科
学
技
術
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
お
話
で

は
、
す
べ
て
の
根
幹
で
あ
る
エ
ネ
ル

活
動
計
画
に
つ
い
て
榎
並
幹
事
長
よ
り

発
表
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
各
支
部
長
よ

り
平
成
27
年
度
の
活
動
計
画
が
報
告
さ

れ
た
。 

    
講
演
で
は
、「
地
上
最
高
の
星
空
を
目

指
し
て
～
そ
し
て
科
学
技
術
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
と
題
し
て

大
平
技
研
の
大
平
貴
之
氏
よ
り
、
プ
ラ

う
持
論
を
述
べ
ら
れ
参
会
者
の
共
感
を

呼
ん
で
い
た
。 

自
分
の
失
敗
談
や
写
真
も
交
え
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
お
話
を
い
た
だ
い
た

た
め
、
あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
く
有
益
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。 

「今こそエネルギー産業と社会との対話を」 

と話される講師の大平貴之氏 

平
成
二
十
七
年
度
の
活
動
に
向
け
て 

 
 

 
 
 
 

委
員
長 

本
間 

玲 
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平
成
26
年
度 

成
果
と
課
題 

 

支
部
活
動
計
画 

【
道
南
支
部
】 

 

「
か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
守
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
を
自
ら
の
問
題
と

し
て
考
え
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
、
主

体
的
に
学
び
行
動
す
る
子
ど
も
の
育
成
」
を

研
究
主
題
に
社
会
・
理
科
・
特
別
活
動
・
総

合
・
放
送
教
育
で
授
業
研
究
を
行
う
。
ま
た
、

ガ
ス
の
副
読
本
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
の
現
職
研
修
を
行
う
こ
と
や
理
科

教
育
研
究
大
会
へ
の
協
力
を
し
て
い
く
。 

 

【
旭
川
支
部
】 

 

支
部
の
研
修
会
を
10
月
20
日
（
火
）
に

文
部
科
学
省
初
等
中
等
局
教
育
課
程
課
教

育
調
査
官
村
山
哲
哉
氏
を
招
い
て
開
催
す

る
。
各
校
種
の
理
科
・
家
庭
科
連
盟
と
連
携

し
研
究
大
会
に
参
加
。
ま
た
、
各
連
盟
と
も

連
携
・
協
力
し
、
平
成
28
年
度
に
行
わ
れ
る

研
究
大
会
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。 

 

【
道
東
支
部
】 

 

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
委
員

会
の
勉
強
会
や
全
体
研
修
会
へ
の
積
極
的

参
加
に
よ
り
、
各
支
部
活
動
と
の
連
携
を
行

っ
て
い
く
。
今
年
度
も
、
北
海
道
電
力
釧
路

支
店
と
共
催
で
施
設
見
学
会
と
合
わ
せ
て

公
開
授
業
研
究
会
を
開
催
す
る
。 

 

今
年
度
、
二
年
ぶ
り
に
全
道
大
会
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
六
回
目
と
な
る

研
究
大
会
の
一
日
目
を
札
幌
市
立
平
岸
中
学
校
を
会
場
に
11
月
６
日
（
金
）
12
時

30
分
よ
り
開
催
し
ま
す
。 

 

小
学
校
は 

◆
社
会
科 

澄
川
小 

渡
邉
博
計
教
諭 

 

 
 
 
 
 
 

◆
理
科 
 

幌
北
小 

鎌
田
泰
弘
教
諭 

 

第
六
回
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究
大
会
の
ご
案
内 

 

中
学
校
か
ら
は 

◆
社
会
科 

柏
丘
中 

 

 
 
 
 
 

岩
渕
浩
明
教
諭 

 

◆
理
科 

 

平
岸
中 

 

 
 
 
 
 

西
野
浩
朗
教
諭 

 

◆
技
術
家
庭
科 

 

 
 
 
 
 

あ
や
め
野
中 

 

 
 
 
 
 

近
野
秀
樹
教
諭 

 

◆
道
徳 

 

星
置
中 

 

 
 
 
 
 

谷
口
専
右
教
諭 

 

 
 

計
六
授
業
が
公
開
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 

研
究
主
題
は
「「
生
き
る
力
」
を

培
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
実

践
」、
副
主
題
は
「
持
続
可
能
な
社

会
を
め
ざ
し
、
自
ら
行
動
す
る
力

を
育
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。 

 

授
業
の
後
に
は
、
授
業
分
科
会

に
て
当
日
の
授
業
に
つ
い
て
深
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
授
業
分
科
会
の
後
は
、

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
に

て
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
授
業
づ
く
り
の
苦
労
な

ど
を
お
聞
き
し
、
よ
り
深
い
交
流

が
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

 
 

平
成
26
年
度
は
「
『
生
き
る
力
』
を
培
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
実
践
」
を
ど
の
よ
う

に
具
現
化
す
べ
き
か
考
え
る
重
要
な
一
年
と

な
っ
た
。 

 

平
成
26
年
11
月
７
日
に
は
道
南
支
部
に
よ

る
「
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
委
員
会 

道
南
支
部
研
究
大
会
」
が
北
斗
市
立
大
野
小
学

校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
大
会
長
の
鈴
木
洋
美

大
野
小
学
校
長
の
も
と
、
多
く
の
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
北
海
道

教
育
庁
渡
島
教
育
局
、
北
斗
市
教
育
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
北
斗
な
ど
の
多
大
な
る
支
援
の
下
に
、
市

内
栄
養
教
諭
の
皆
さ
ん
や
渡
島
特
別
活
動
研

究
会
の
協
力
を
得
、
食
育
を
通
じ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
教
育
を
考
え
る
と
と
も
に
放
射
線
教

育
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ま
た
、
各
部
会
に
お
い
て
は
、
業
務
内
容
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
業
務
分
担
の
グ
ル
ー

プ
化
を
明
確
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
期
日
や
達

成
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
計
画
的
・
機

能
的
な
活
動
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
本
委
員
会

全
体
と
し
て
の
大
き
な
成
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
た
。 

 
 
 

年
間
計
画 

８
月
８
・
９
日 

 
 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
学
会 

 
 

京
都
大
会 

道
南
支
部
発
表 

８
月
28
日
（
金
） 

 
 

授
業
検
討
チ
ー
ム
合
同
会
議
② 

９
月
７
日
（
月
） 

 
 

第
四
回
実
行
委
員
会
（
②
運
営
委
） 

10
月
20
日
（
金
） 

 
 

授
業
検
討
チ
ー
ム
合
同
会
議
③ 

11
月
６
・
７
日(

金
・
土) 

 
 

第
六
回
研
究
大
会
札
幌
大
会 

 
 

 

一
日
目 

平
岸
中
学
校 

 

二
日
目 

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌 

12
月
14
日(

月) 

 
 

第
三
回
運
営
委
員
会 

２
月
13
日
（
土
） 

 
 

全
体
研
修
会 

 
 

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌 

 

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
委
員

会
で
は
、
新
入
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環
境
問
題
に

関
心
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
と

一
緒
に
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
、
左
記

北
海
道
エ
ナ
ジ
ー
ト
ー
ク
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

新
入
会
員
募
集 

い
。 

 

二
日
目
（
土
）
は
会
場
を
ホ
テ
ル
ラ
イ

フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
移
し
、
９
時
よ
り
授
業

分
科
会
報
告
を
行
い
、
10
時
40
分
か
ら
は

記
念
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
講
師

に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。 

 

講
師
の
ご
紹
介
や
授
業
の
見
ど
こ
ろ
な

ど
を
掲
載
し
ま
し
た
二
次
案
内
を
９
月
中

旬
に
お
手
元
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
多

く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 


